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1 はじめに

筆者は平成 15年度から特別支援教育コーディネーターをしている。平成 19年に

本絡的に特別支援教育が始まり、その理解の広がりの中で、 LDや ADHDに対する

支援は広がった。全般的に学習面の遅れに対しての理解と支援は学校で対応が進んで

いる。その中で、学習の遅れは目立たないが、 「ちょっとしたことで落ちこむち

ょっとしたことでイライラするJr人の気持ちが分からなしりなど対人面でうまく人
と関わることができない児童の存在が気になるようになってきた。幼児期から、周り

からどう思われるかを意識したり、人の気持ちを優先したりするため自分の感情を押

さえる力が育っていき円禍な人間関係を築くようになる o しかし、周りの見方や雰囲

気、人の気持ちが理解しにくい場合、自分の感情を優先したり、無頓着な対応をした

りして対人面でつまずくことがあるのではないかと考えた。 r互いに心を通わせるI
ためには、 「人の気持ち」が分かることが前提である。定型発達の人が人の言葉や表

情 ・行動などから直感的に共感して 「人の気持ち」を理解するのに対して、認知の問

題から「人の気持ち」を理解する機能を持ち合わせていない人がいる。その機能を心

の理論 (Theoryof Mind)という。また、脳内のミラーニューロン (Mirrorneuron) 

という神経細胞が、他人がしていることを見て、自分のことのように感じる共感(エ

ンパシー)能力に関わっていると考えられている。このことからも、人の気持ちが分

かるかどうかは、子どもの努力面だけではなく、発達と大きく関わっていると考えら

れる。

人の気持ちが分かりにくく対人関係やコミュニケーションにつまずきが大きいと

いう特徴は、自閉症の人が抱える障害でもある。特別支援学校では、障害の改善・克

服のため個別の指導計爾のもと 「自立活動」の指導を中心に教育活動が行われる。ま

た、特別支援学級や通級指導教室でもこれに準じた指導が行われる。しかし、通常学

級のみに籍を置き発達障害の診断等は受けていない児童の中にも、 「自立活動」の内

容の指噂を必要とする児童がいる。
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この実践では、特別支援教育の観点から、学習函を除いて生活年齢の集団の中での一

斉指導では、なかなか行動に成果が表れない配慮の必要な児童への指導の在り方を考

えることを目的とした。

子どもの集団は、 「人の気持ちが分かり、言葉や行動に移せる子どもJ r人の気持

ちは分かるが、 言葉や行動に移せない子どもJr人の気持ちが分からない子どもJの

3つのグノレープに分けることができる(図 1)そこで実践研究では、通常学級の中に

友だちの気持ちが分からない児童の存在を 「心の理論」をもとに調ベソーシヤノレスキ

ノレが身についていないことを確認した。2000年代に入り起こった青少年の様々な事

件を受けて、心の教育が叫ばれるようになり、道徳の充実が求められて久しい。現場

では、道徳の授業の中では、理解できていることが実際の場面に結びつかないという

話がよく聞かれる。 r命の大切さJr思いやりの心をもって接するJなど知識として

分かっているのにも関わらず行動が伴わない 「人の気持ちは分かるが行動できないJ

2つめのグループの子どもには、正しい行動のスキノレを身につけさせることが重要で

あろう。 r人の気持ちが分からなしリ 3つめのグループの児童には、心に訴えること

ではなく社会生活に必要なスキノレを場面に応じて丁寧に知識と行動として教え練習

させることが必要になってくると考えた。

また、通常学級では普段行われていない 「自立

活動」の内容を取り入れた場合の指導についてそ

の効果を調べるために、 一斉指導で指導する場合

の授業形態の工夫ついて実践研究を行った。

2 自立活動について

重度の知的障害を伴う自閉症から知的面での

遅れのないアスペノレガー症候群までを自閉疲ス

ベクトラム (AutisticSpectrum Disorders : ASD) 

明F
図 1

という連続体と見ることが一般的になった。高機能 ASDの多くの児童は、通常学級に

籍を置いている。通常学級に籍があり通級指導教室に通い自立活動の指導を受けてい

る児童は 15%と言われている。(文部科学省、が行った平成 21年度の通級による指

導実施状況調査)平成 18年度から通級指導の対象となった自閉症は約 15%、学習障

害は約 9%、注意欠陥多動性障害は約 7%と増加傾向にある。多くの高機能 ASDの児

童及び診断は受けていないがその周辺の児童が通級による指導は受けておらず、通常

学級での指導のみ受けていると考えられる。心の理論が関わるような内容は、心の教

育として、通常学級では 斉指導による道徳を中心とした学校教育全体で行われてい

る。自立活動とは、特別支援学校で設定しである鎖岐である。特別支援学校において

は、小中学校に準じ道徳の領域が設けられているが、個々の障害による学習上文は生

活上の困難を改善 ・克服するための指導が必要となる o そのため、小 ・中学校等と同

様の各教科等のほかに、特に 「自立活動」の領域を設定し、その指導を行うことによ

って、幼児児童生徒の人聞として調和のとれた育成を目指している。特別支緩学級や
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通級指導教室でも「自立活動Jの内容を取り入れる必要があることが示されている。

また、通常学級にイE節している児童生徒にもその内容を参考にして適切な指導を行う

ことも示されている(特別支援学校学習指導要領解説 自立活動編 第 2章 自立活

動の意義と指導の法本)。

自立活動の内容は、人聞としての基本的な行動を遂行するために必要な要素と、障

害による学習上又は、生活上の困難を改善 ・克服するために必要な要素で構成されて

いる。内容は、 「健康の保持心理的な安定人間関係の形成環境の記録J

「身体の動きJ rコミュニケーション」の 6つの区分 26項目に分類されている。特
に「人間関係の形成Jは、 21年の学習指導要領の改定で、社会の変化や児童生徒の

障害の重度 ・重複化、自閉症、 LD、ADI-ID等も含む多様な隊害に応じた適切な指

導を充実させるために、必要な項目を追加 ・修正するとともに設けられた新しい区分

である。しかし、対人関係や社会性に困難のある発達障害の子どもだからといって「人

間関係の形成」の内容をそのまま指導するのではなく、対人関係の困難の背長には「心

理的な安定」や「環境の偲鐙J rコミュニケーション」などの区分に示された内軍事と

も関連があることを念頭に置きながら指溝内容を設定していくことに留意しなけれ

ばならない。 (笹森 2009)通常の学級における自立活動を参考にした指導の事例と

しては、笹森ら (2009)の研究や中尾 (2009)の研究がある。これらの項目にある内

容は、 「道徳」の目的と重なる部分も多い.

3 事例 一斉指導での支媛

中尾 (2009)の示した 「通常の学校での指導内容と自立活動の関連Jにある指導内

容例のなかにあった 「集団内におけるソーシヤノレスキル指導Jの実践として、勤務校

において「自立活動Jの内容を取り入れた通常学級での綬業を行った。

( 1 )学級の栂要

長崎市内X小学校の 4年生 32名を対象に一斉指導を学級担任と筆者でTTの形で

行った。学級担任は、良い点として友だちが大好きで手伝いを好み、進んで人の役に

立ちたがる優しい児童が多いと感じている。諜題としては、場前に応じた言葉を使え

ないために、乱暴な言葉になってしまいトラプノレになることもある。相手を毒事illする

というよりは、自己中心的な撮る舞いをする児童もおり、ボーノレゲームなどで自分が

うまくいかないとわかると最後までせずじゃまをしてしまう児童もいる。また心情を

くみ取るというより対象の人によって態度を変えてしまうこともある。グループ活

動・班活動に取り組んでいるがクラスとしての仲間意織はまだ不卜分なところがある

と感じている。

( 2)児童の実態 (子ストから)

7月に「ソーシヤノレスキル尺度Jを担任がチェッ夕、児童は rQ-Uテスト商政

心の理論テスト j を行った。以下にそれぞれの結果を示す。

くソーシヤノレスキノレ尺度>(上野一彦ら 「特別支援教育実践:;-シヤノレスキノレマニ

ュアノレJ2006より)
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表 1;Jーシャルスキル尺度の平均

ss尺度評価点

(10が平均)

集団行動 セノレフコントロ 仲間関係 コミュニケーショ

syu ‘ーノレ se na ./' co 

クラス平均 12.2 12.3 12.4 11.0 

10以下の児童 4名 3名 6名 10名

ほとんどの児童が評価点で平均 10以上を満たしていた。平均点に満たない児童は、

各尺度で重複していた。その中でもコミュニケーション尺度 (co)に諜題を持つ児童

がこのクラスでは一番多かった(表 1)。

く高次心の理論テスト〉表 2 (伊藤斉子 兵庫医療大学 2001より)

心の理論 10問中の正答平均 5.3問

4間以下の児章 10名

7間以上の児童 9名

心の理論問題別通過円(，)

ーをかつて 5::

7おじいちゃんのお見舞い

5たくさん入っていますよ

3わたしのケーキは。

1かぴんが311れちゃった

。 20 40 

図 2

60 80 100 

自分を守るための嘘や思いやりから出た罪のない嘘などは分かつている児童が多

かった。経験不足も関わるが、字義通りではない冗談やいやみなどが分からない児童

が多かった。いやみに関してはほとんどの児童が意図を理解できていなかった。年齢

的なものかもしれないが、いやみは通じないので、大人のいやみで学級の児童を動か

すことは避けなければいけないであろう。

〈楽しい学校生活を送るためのアンケート Q-U>(河村茂雄による学級診断尺度 1994)

I 多くの子どもが学

侵害行為認

知群

17% 

学級生活不
満足群
17% 

非承認群 学級満足度尺度 |級生活に満足して
10% 
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欲に関しては全国

平均を下回る傾向



にあった。ソーシヤノレスキノレ尺度や心の理論が低い児童の中に満足鮮がし、たり、ソ

ーシヤノレスキノレ尺度や心の理論が高い児童の中に認められていないと感じている

児童がいたりと、大人の捉えている像と子どもの捉え方に違いも見られた。

その中で特に配慮が必要と恩われる児童が以下の 3人である(表 3) 

表3 配慮の必要な児童

該当児童 実態調査から 行動の様子

畠yu5 心の理論 0間通過 褒められようとして、人に親切にす

.05 
A 児

Q-U る.気まぐれで人の気持ちを重視し

na7 学級生活不満足群 ているとはb、えなb、。

col 学校生活意欲無図書

syu4 心の理論 3開通過 気が向かないことには、動こうとし

8e4 Q-U ない.人の迷惑を考えず行動L.t.:
日児

na6 学級生活満足群 り、怒りにまかせ石を投げたりする

c04 学校生活意欲c ことがある。

syu7 心の理論 4開通過 雷いにくいことは言えないことが

8eS Q-U 多い.話すまでに時聞がかかる.自
C 児

na4 学級生活不満足群 分を畳け入れる人にのみ心を開く

col 学校生活意欲 E ことができる。

*ソーゾヤノレスキル尺度 5yU集団行動 5eセルフコントロール na仲間関係国コミュニケ シヨン

( 3)指導の実際

指導の時間は、毎回閉じ教科・領域で対応するのではなく、様々な時間帯で取り組

んだ。 下の表4のように自立活動の内容との関連を意識した。

表4 指噂内容とねらい及び自立活動との関連

教

世 科 活動内容 活動のねらい 自立活動の内容との関連

等

1 心 いろんな気持ち 感情を表す言葉(感 2心理的な安定
(J) 情稽)を増やす (1 )情緒の安定に関すること

時 表情と心情があるこ 3人間関係の形成

間 とに気付く (2 )他者の意図平感情の理解に関する

こと

2 心 上手な聴き方 話し合いで相手の話 3人間関係の形成

の を上手に聴く (4 )集団への書加の基礎に関すること

時 話す人の気持ちを考

問 える
3 道 思いやりを行動で「ぜ 道徳的心情を持つ 3人間関係の形成

徳 ったいひみつJ(思い (1)他者との関わりの基礎に関するこ
やり・親切) と

(2 )他者の意図や感情の理解に関する

こと

(3 )自己の理解と行動の調整に閲する

こと
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4 学 感情ぴったんこ 仲間の気持ちを推測 3人間関係の形成

級 思いやりを行動に し、行動にます。 (1)他者との劉わりの基礎に関するこ

活 仲間に自分の気持ち と
動 を分かつてもらう経 (2 )他者の意図や感情の理解に関する

験をする こと
(3 )自己の理解と行動の調整に関する

こと

5 心 私のストレス対処法 ストレスの概念を知 2心理的な安定
の る (2 )状況の理解と変化への対応に関す

時 自分に合ったストレ ること

問 スの対処方法を且つ
ける

6 学 こんなときどうす !問題解決の考え方を 3人間関係の形成

~ 級 る? 身につける (1)他者との関わりの基礎に関するこ
活 自分や仲間の具体的 と
動 な問題について理解 (2 )他者の意図や感情の理解に関する

し取り組む こと
(3 )自己の理解と行動の調整に関する
こと
(4 )集団への審加の基礎に関すること

OソーシャルスキJレトレーニングを取り入れて

児童には、 「ソーシヤノレスキノレ」という言葉を伝え、ソーシヤノレスキノレができるよ

うになれば、周りから好ましく恩われ、友だちが増えるというイメージを与えながら

進めた。具体的には、取り扱う Yーシヤノレスキノレを 3つの手順で伝え、唱えることで

覚えやすく身に付きやすくすることを心掛けた。 yーシヤノレスキノレの指導では、教

示 ・モデリング ・リハーサノレ ・フィードパック・般化という流れにそって行うことを

韮本とした。学んだソーシヤノレスキノレの定着を図り般化を進めるため、必ずその日に

同じか似たソーシヤノレスキルを行わせるようにした。

0視覚情報で分かりやすく

視覚情報を増やし、子どもたちがとらえやすいようにした。視覚情報を与える場合

は、必ず分かりやすい言葉で説明を加えるようにした。今日の授業の流れをはじめに

伝え、ノートは、書く力が弱い子にも大事な活動が負担なくできるように選択肢形式

のワークシートにした。

読み物資料には、読み仮名を付け、同じ内容の漫画を配布し、寂書にも絵で説明を

した。 (図的さらに、表情に表れない心情があることに気付かせるために視覚情報

を使った。 (図的

墨画山内影乃氏 圏

図 4
図 5
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Oゲームを通して

導入のアイスプレイキングで、ゲームを取り入れた。

「まねっこミラー~びJ は、鏡に映っていることを忽定して、動きや表情を真似して

いく遊びである。教師の真似をしたり、友だちとベアになってしたりした。大きな動

作や小さな動作に注目させた表情を真似したりすることで相手の見える部分に関心

を持つことを仕組んだゲームである。

「テレパシーJ (，¥(5)は、相手が考えている数字を当てるゲームで、 「まねっこミ

ラーJと対照的に人の思っていることに関心を持つことを仕組んだ。

表 5

テレパシー
2人組で (5分)
2人組で向き合って立ちます.
それぞれ自由に 1から 3までの教を思い浮かべます.
-思い浮かべた数を相手に分かつてもらいます.但し、声や、まばたきやその他の音や仕草など
を使ってはいけません.ひたすら自分のテレパシーを使ってください.
・ファ γ リテーターの合図で指を l本か 2本か 3本使って自分が思い浮かべた教を相手と同時に
出Lてください.
-出された数が同じになったらオーバーアクションで喜びましょう.人間にもテレパシーが使え
る幕。がわかるでしょう t? 
班で (5分)
斑で一人テレパシーを送る役を決めます(順番で交代するとよい).送るテレパシーは 1， 2， 
3の数字のどれかにします。(慣れたら数を噌やしちがうものに してもいい)。残りの現員は同を
つぶって信号を受け取ります(10秒から 20秒くらい).その問、全員目をっぷります.伺らかの
方法で数を知らせてはいけません.rせーの」で一斉に指で自分が感じた教を示します.送る役の
人と何人おなじ数になるかを鋭います.(班内で、または班対抗)

O道徳と同じ目標の段定

長崎市教育委員会 ・長崎市人権教育研究会作成 fつくるJ
人倍・同和教育指導業・資料集アイスプレイキング集より

道徳の内容「ぜったいひみつJで、友情 ・信頼 ・助け合い及び思いやり・規切とい

った道徳的価値をめぐっておこる葛雌を通して道徳的判断力を高める授業を行った。

みんなとの約束を優先するか友だちの気持ちを優先するかで、身近なこととして考え

られる内容を選び、ここでは自分の...，えを深めるためにも、答えは出さずに道徳的心

情をそだてるようにした。道徳的価値が高い児童・表現力の高い児童にとっては、よ

り道徳的心情を深める展開になると考えたためである。しかし、判断力の低い児童に

とっては、自分の考えを出すことにつまずいたり、理由づけができなかったりなど道

徳的実践カが身に蔚くまでには、至らないことが想像できると思われた。そのような

児童が実際に行動できるようになるために道徳の便業で行った内容を補充・深化する

意味で学級活動の時間に自立活動の内容を取り入れたソーシヤノレスキルトレーニン

グを行った。

道徳と学級活動は目的を同じ「思いやり・親切」としたが、1xの表6のように授業

形態を変えた。
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表6 授業の比較

道徳 学級活動 (r自立活動j町内容}

ねらい 相手のことを思いやり、進んで 相手のことを思いやり、進んで親切にする。
親切にする。

授業形態 斉 斉

活動のねらい 道徳的心情をもっ 仲間の気持ちを推測し行動に表す。
授業の流れ モラJレジレンマ Y シヤノレスキノレトレ ーング

考える→結論は出さない金韻 教わる→練習する
工夫点 ゲ ムを取り入れる

まねっこグム
-テレパシーゲーム

資料 読み物教材、イラストを敏書 読み物教材+漫画、イラストを板書
ワクシト 記述式 日富里民形式

O児童の反応

授業後に児童へのアンケートを行った。 r今日の勉強をして、思いやりのある行動
がとれると思いますか ?J という質問に「自信を持ってとれるJ rわからないJ r自

信がない(とれない)Jの 3択とした。道徳の綬業後のアンケートでは、 「自信を持

ってとれるJと答えた児童が 32名中 15名、 「わからないJが 11名、未記入 5名、

欠席 l名であった。学級活動(ソーシヤノレトレーニング)の授業後のアンケートでは、

「自信を持ってとれる」が 18名、 「わからない」が 11名、未記入 2名、 「自信がな

b 、Jが 1名であった。そのうち「わからなb、Jから「自信を持ってとれる」に変わっ

た児童が 3名、逆に「自信を持ってとれる」から「わからなし、」になった児童が 4

名いた。個別にみてみると C児が 2固とも「自信を持ってとれるJ、B児は未記入か

ら「自信がない」、 A児は 2回とも「わからないJであった。

児童の感想授業中の参加態度を見てみると、 B児に関しては、考える時間、話し合う

時間が多い道徳のときは、ワークシートを出さない(床に捨てる)、別のノートに落

書きをする、机に突っ伏すなどの行為が続き、ほとんど参加しなかった。しかし、 Y

ーシヤノレスキノレを取り入れた学級活動の時間には、教師のモデリングを見る、リハー

サノレをする、友だちを見る、ワークシートに記入するなどの行動が見られた。

未記入
欠席

4% 

自信が

自信が~ 

ない(と未記入 欠

れない) 席

3% 

ない(と

れない)
。%

学級活動後

図 6 図 7
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次に示すのは、学級活動(ソーシヤノレトレーニング)授業中の3児の様子を分担し

て記録(一部)したものである。

表 7 授業中の 3児の様子

授業の流れ " 、. 本1見 『、，. 呂児 ， C児

s ィンストアクション 置軒町朗銃をしっかり 質料を見る.(睦を見て文 キョロキョロしながら
s と聞く.橿画をじっくり は見ない)しばらくすると 待ち‘配布されたプMン
T 見ている.担量的提示よ 手遊びを始める.足を締子 トを!iIのみんなに繁阜

く見ている. の上にあげる.，気付いて 〈渡す.，臨みますよJ
いるよ本当はJ'ダメーJ の声に元気よく『はLリ

造中から説明に控目. よく聞く.途中集中が違
切れキョロキョロ.'0 
先生はどこ?Jキョロキ
ョロと黒痕を見るの韓

り返し.

モデリング 話をしっかり聞いてい 註~.モデリングが終わっ モデノレを集中してみる.
る，モデルもしっかり見 たら手遊び(ベンで落. 途中で障の子どもにち
ていた， き)机のものを出したり入 ょっかいを出す，聾傍の

れたり 馴れ.

リハサJレ 障の児童が織がりしよ 教師の声俗け.机町中町ノ すぐにE応してはじ
うとしないが、しようと 一トを観上に出す.5-6 めjの指示前に臓を立
していた.担任とする. 冊.敏師主撞.ベアの主だ つ.o先生 fと手を筆

E'Iの友だちとうまくで ちと照れながらも横並び る.隣町子どもに抱きつ

きた. でする.消Lゴムを畳け取 く.役わりをするがわか
ったり、姶って置したりす っていない.教師に声を

る. ，落としたよ-J かけられ、 fできたよj
とVサイン.参観の男性

敏摘を触ったり.~で迫
ったりする.

4 考繋

道徳の授業では、そラノレジレン7 を取り 上 げ、児童に揺さぶりをかけながら考える

時間、友だちの意見を聞く時間、もう一度考え自分の考えを記入する時聞を多くとっ

た。その結果じっくり考えて自分の考えを書いたり、友だちの意見を聞いて自分の考

えを変えたりすることができた児童と自分の考えがまとまらない児童とに分かれた。

このこ とは、記述式のワークシートにも表れソーシヤノレスキノレ尺度、心の理論ともに

高得点の児童が多かった。

査 B 児童の考え

ワークシ トの配述から
. ，わたしは.クラスのみんなといわないでとやくそくしているから、『のりこちゃんのこときらいにならな

いよ.元気だしてJといえばいいとおもいます.J話し合い桂 f本当のことを曾った方がいいと思います.わ
けは、のりこちゃんのかなしいかおはみたくないL、おわかれ会を楽しい気持ちでしたL晴らです.J
(;1ーシャルスキル尺度町u13selSna14co14心の理薗 7間通過)
.' ，おしえたらお別れ会のことが分かるからやっぱり曾わない方がいいと思う.けれどもなにもいわなかっ
たら、かわいそうだな.J鑑し合い後『のりこさんがかわいそうだから、ちょっとヒントをあげて当日に楽し
んでほしいと思います.りゅうは.のりこさんが当日楽しめなかったら治わいそうだからヒントをあげたほ
うがいいと思います.J
{ソーシャルスキル尺度町u13se13na14co14心円程蛤 9間通過)
ぺみんなが何でそんなことをするのかを曾う』話し合い桂「本当のことを曾った方がいいと思います.その
わけは2日間ずっとかなしむよりは、その時に打ち明けてお別れ会町時に楽しんで、『うそをついたんだ』と
恩われるよりは、本当のことを曹った方がいいと思います.J
{yーシャルスキル尺度 svu13se13na14co14心の理蛤 7間通過)

表 8のように、ソーシヤノレスキノレ尺度や心の理 論が高い児 童の場合、考えること

によってより確かな道徳的心情 が身 に付くであろうことが伺えた。
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垂9

fなんでだろうというけ話し合い後 fないしょにするけ

(:1ーシャルスキル尺度町ullse9na9co9，C，.・の理瞳5開通過}
「お別れ会のことだけ敏えるJ醤 L告い後 fやっぱりいわないけ
(;ノーシャルスキル尺度 syulOsellna8co8心の理蛤 5問通過)
『おしえたらクラスのうらぎりものになっちゃう.わけは.みんなでのりこさんのおわかれ会のことを曾っ

たら、おわかれ会のときにのりこさんがびっくりしないけ話し合い後『だっておしえたら.みんなのうらぎ

りものになる.J
IYーシヤルスキル尺度 syu12se12na14co9心の理蛤 l間通過)

Yーシャルスキノレ尺度や心の理論が低い場合、友だちの意見を聞いても考えが変わ

らなかったり、自分の思い込みに終始してしまったりする児童がいた(表的。

今回道徳で行ったような、話し合ったり思考させたりして、余韻を残しながら終了

する授業もなされているが、一部の児童は誤った学びをしてしまっていることも考え

られる.これらのことからも、一部の児童にとっては、ソーシヤノレスキルなどで実際

の行動面の練習をすることが必要になってくる。それらの児童は、ソーシヤノレスキノレ

で練習した内容をそのまま受け取ることが多く、応用が利かないことも想定されるの

でいろいろなパターンのスキル練習をすることも同時に求められる。

ソーシャルスキノレの授業では、初めから望ましい行動を示すため、スキノレが高い児

童にとっては、物足りなさや新鮮味に欠ける授業にならないとも限らない。より高い

行動ができるような展開や応用パターンの準備等教材研究が必要になってくると思

われる。しかし、スキルが身に付いていない児童にとって、練習することで授業中の

活動か唱え、同じような場面に出くわしたときにやってみようという自信になる。通

常学級の一斉授業では目的に応じてどちらの形態も取り入れながら取り組むことが

望ましいと考える。
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